










はじめに 

 乳幼児の対象認知の形成過程を検討していく場合、乳幼児と対象とのかかわり合いを調

べるわけであるが,同時に彼らの対象認知を，広く「乳幼児と環境とのかかわり合い」とし

てとらえるならば,単に乳幼児－対象間の相互作用の結果として生じる認知機能の発達を

論じるだけでなく,他者,特に母親(養育者)を媒介とした乳幼児－対象間の相互作用や,対

象を媒介とした母親－乳幼児の相互作用についても検討する必要があろう。 

 本研究は，『乳幼児の対象認知の発達に及ぼす母子相互作用の効果に関する研究』として,

乳幼児の対象認知の形成過程における母子相互作用の効果を,乳幼児一対象一母親(養育

者)の三者関係のシステム確立という観点から検討することを目的とし,三者関係が形成さ

れるような事態で,乳幼児の対象認知がどのようにして発達していくのか,またその発達を

規定する条件となるような要因は何かを明らかにすることを試みる。 

 なお今回は,その最初の段階として,乳児が養育者(保母)に背面座位で抱かれて,ブラウ

ン管に呈示される視覚刺激を受動的に見るという事態で,乳児が示す物体同一視反応を観

察し,彼らの物体同一視の能力,及びその成立を規定するような条件(どのような場合には

ものの見分けが可能で,どのような場合にはそれができないのか)について検討を試みた。 


